
，異常震域現象に開ナる統計的調査 (I)

有感同数に就て (1)

正 務 章発

本邦附近に後生する深夜地震に劃して異常的に北海道南部・東北地方東部及び関東地方等が銃敏

に人身感受を生ずるととは所謂異常震域の現象;としてよく知られてゐ右事賓で，それに就いては銃

に石川・手口達・園宮・森田技師等による敷多くの研究〈めがある.私はとの現象に関する問題の統計

的調査の手始めとしてF 先づ異常震域を確定しようとする.目的で昭和2年から 16年迄の 15箇年

に本邦附近に後生Lた深後地震(気象要覧に顕著及粕、顕著地震としてあるもの)に墓き，各地に於

ける有感同教を調べ，それにより我閤各地の深稜地震に依る異常震域現象の度合を比較調査してみ'

た.、

本期間中に後生した震源の深さ 250.km以上の深稜地震は第 1表に掲げる 60同で，各地震に

よる有感測候所名は気象要覧より調べ友ものである.之等の地震の震央園を葺くと第1園の様にた

る.との材料により各観測所の有感同数が地理的に如何様に具つてゐるかを調べる.或る観測所に

於ける有感同教はその観測期聞によって営然異る筈である.従って観測期間の異る観測所の有感同

教を比較するといふととは徐り意味がたい.依って本調査に於ては先づ昭和2年以前に開設された

観測所のみをとれとれをもって全期間人身観測を績行したものとし，そとに於ける有感同教に就

て調ぺるととにする.但しとのi60同の地震のうち九州地方に資生した2同の地震は箱、性質が異る

様であるから便宜上除き，今回は宗谷及び横断爾深後地震帯に属する 58同の地震を調査の基礎と

する.との 58同の深後地震による有感同教を測候所別に第 2表に掲げる.

*中央気象塞

く1) 有感同教の調査は本多弘吉博士がE去に着手されてゐたが同博士が朝鮮気象蓋に御韓任の鴛，私が受縫いで、

調査を有ったものである.記して御指導御鞭轄を賜った本多博士比深厚なる謝意を捧る.

く2) 石川高見;異常震域に就て 気象集誌、 4.6 

グ ; 日本海の地震に就て 気象集誌、 6.3 

グ ; 異常震域く集ニ報〉験震時報 7.37--76_ 

和達清夫; 深層地震の存在と其の研究気象集昔、 5.6 

グ ; 深海地震の特異性及び三種類り地震についで 気象集誌、6.1 

グ、 Shal10wand Deep e紅白quakes.Geophys. Mag. Vol 1.、162----202，Vol II. 1--36 

園富信一，吉成邦雄; ヲレー地震の存在と異常震域代就て 気象集昔、 6.4 

e 森田 稔; 我聞に於ける遺地今震の按幅分布験震時報 11.41-53 
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異常震域現象に闘する統計的調査(1) 293 

策 1表 白昭和 2年至昭和 16年本邦附近深設地震表

呑披 設 震 時 東経 北緯
震源

有 感 観 調j 所も 名
の深さ

昭 2年 I月 ¥15日 23時 '32分 134~5 36.2 。
粁

z ;金津， 7~戸，帯虞1 420 

2 ，有r'18 11 27 138.5 33.6 300 1;筑波山，柿岡，宇都宮

3 百rr21 07 13 138.4 33，6 300 z ;東京，熊谷. 7~戸，宇都宮

4 xr 130030 138.0 34.0 300 11;横潰，柿岡，小名潰， 1;東京，筑波山，銚子

5 :m 19、04 50 132.8 41.3 350 一
6 昭 3 m 29 14 07 138.2' 31.8 '410 1II; 筑都銚子波宮山，，yk，扇戸横島，漬，岡~1山、東名，京苦甲言，府，柿，Iy岡:~j揮八I丈，Z秋島，熊，田谷彦，盛，根宇岡， 、

7 . wr 28 02 59、 139.0 ，32.5 300 z ;東京
'‘ 

8・ 昭 4 m 17 21 15 147.0 47.7 .260 . 1;釘I路，青森
9 司直 3 06' 39 137.2 34.3 320 r 

In ; d東宮割山、'，京名古田潰，徳，，，積盛島Z望I岡書I;，官松，;ホ熊矢津山戸谷，島，，，豊，八帯筑木柿岡庚故，岡~.彦前山，劃根橋，宇I 路鏡都~，子宮和下宮崎歌踊福仙山F ， 裏水島，蓮，津分， 高， 
、

. 
10 ，昭 5 m 6 12 ，32 139.5 28.7 250 11;矢島
11 xr 29 1353 130.6' 31.6 260 1;高知..多度津，名瀬
12 昭 6，II 20 14 34 135.7 44.5 350 

1II; 釧盛宮島甲府路，岡，水宮宮根戸崎Z古室測，熊，帯柿仙谷本虞岡蓋岡彦水山筑根1草書I波:~八銚輪函山丈子館，島島，J，，J揖，、青名扇前，森積島横橋蹟，東滞歌宇，都三京河田
} 

13 E 1 23 23 143~7 46.0 250 I ;;根室，釧路，函館，浦河，盛岡

14 lV 21 09 03 134.2 38;5 350 11;筑波山 1;11、名演，柿岡j宮古，郵I路

15 VI 30 01 43 136.5 34.2 360 II; 1.都J、名宮潰，，筑東波京山，， 7kz 戸;横，稿潰島，前，青橋森，柿，~I岡ïI~路宇

16 昭 7 II 3 16 35' 140.1 29.0 400 1II;矢島 、」

17 lV、 5 04 17 139.1 30.5 410 111;横潰漬，Z，・稿八島丈.11筑;父波島山，，東水京戸 稲岡， 小谷名
， 島， 宇都宮，身長

18 可r28 12 43 136.8 34.0 320 Z;:東京，横漬，水戸，柿岡，宇都宮，小名漬
19 Y 5 13 11 135.3 34.6 360 1;彦根，筑波山，柿岡，水戸

20 四 25 17 25 135.9 35.2 360 Z;名和潰歌山，釧，筑路波，山， 宇都宮，東京， 水戸，小

21 ' v1l 27 0930 ， 139~0 31.2 300 1;宇都宮

22 xr '23' 23 23' 139.0 44.7 330 
111; 浦帯名宮庚潰河，水青歌柿戸森，回岡，筑犠釧盛波路室岡山 宮水甲I津古府，濁，，，I東福幌Z京島j旭室川仙三蘭[，墓，島函宇，小館都， 

23 Z 2 00 09 140.5 29.5 420 11;父島， 

24 X 14 21: 37 138.8 31.6 300 z ;宇都宮，水戸
25 X 26 02 03 145"。46.5 360 11';釘i路ョ '1;根室，青森，盛岡，浦河
26 xr 13、13 48 137 .. 3 43.6 320 

111; 蘭青諸波，問山森根掛仙帯室庚蓋，田， F盛形筑函J、館名，波岡潰宇山y都釧，，k東宮宇路揮京都宮宮繭，甲横古府，島潰F，，J、7柿，名k 岡.11; .. : 山 戸:i:';筑室
r 

27 E 5 09 20 137.0 33.7. 350 1; ;柿岡，、水戸， 潰
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294 験、震'時 報ー

設 東経 震の深.源さ
とる

番競 震 時 北緯 有 感 -観 測所 名 ， 

8年月日時 57分 138~ 31.7 300 粁28 昭 n 9 12 11;横宇潰都，宮z ;八丈島，東京，筑波山，柿岡，
， 7~戸

29 m 12 0金 33 140.5 26.5 500 ZZI;矢島 1;東京，柿岡，*戸，前橋，福島
30 V 24 13.36 145.6 46.7 450 1; ~ll路，青森
31 V 29 08 40 138.0 32.4 300 -1;筑波山
32 E 3 01 -42 139.4 30.3 380 11;水東京戸 宇I都"熊宮谷，d，、名八潰丈島、踊，柿島問， 筑波山，-
33 .]x 6 23 05 137.8 34.4 250 I;東京，*戸

34 1x 20 12 57 136.6 34.1 330 1;筑波山，柿岡，水戸，宇都宮

35 1I 19 10 34 139.0 32.6 250 1;東京，水戸

36 :xrr 5 04 34 .144.3 46.4 350 11;犠宮室古浦盛河岡， 函館， 青森 1;室蘭， 水戸，

37 昭 9 rv20 01..14 139.5 30.0 350 111;矢島 .1;東京，水戸，宇都宮，繭岡

38 昭 10 rv 15 20 15 .137a 36.2 280 11; 柿東岡京 ‘筑7~波戸山，，繭宇島都，盛宮，岡小，名釧潰路， Z; 彦根，

39 V 31 17 19 134.2 38.6 450 Z;彦根，柿岡，小名漬，事11路
40 四 26 17、04 147.5 47.7 360 -11;釧路 .1;浦河，青森

41 X 15 23 35 135.4 37.7 280 z ;宇都宮，筑波山，柿岡，東京，釧路
42 :xrr. 14 21 -49 145.0 22.0 360 Z;矢島
43 昭 11m 1 19 23 148.0 47.0 360 一
44 電I 26，01 52 137.9 32.5 320 ，11; 東波京山 柿11、名岡漬，宇，都繭宮島 1; 横潰， 熊谷， 筑

45 X 20 04 56 、135.8 36.5 350 I ;宇都宮，釧路
46 X . 26 1834 136.3 34.5 340 z ;柿岡，宇都宮， 
-47 :xrr 1 15 10 129.0 30.7 270 11;名和瀬島，宮崎，大分， 清水 1;鹿児島，宇

48 昭 12 1 5 20 lU 139.6' 28.0 500 1; :矢島，宇都宮，

49 rv 30、05 20 137.3 45.7 370 II;盛八戸岡宮z古;帯庚』釧路，浦河"函館，青森，

50 V 29 04 57 142.5 24.0 450・ 111;矢島 1;東京，宇都宮

51 四 21 09. U8 144.3 45.4 360 11;宮11路 1;青森，八戸，盛岡

52 昭 13m 18 11ω 147.1 46.2 320 工;釧路，浦河，八戸
53 昭 14 rv 21 13 30 140.2 47.6 530 II;宮小古名，漬 1仙;墓函館， 浦河， 青森， 八戸，盛岡，

-
54 昭 15m 9 19 48 140.0 28.0 520 II;矢島 1;東京，.柿岡，-宇都宮
55 羽11014 51 130.6 44.8 560 11; 函宮館古 浦小河名，漬i¥.，戸宇，都宮z，，.横釧漬路 輪帯島虞， 青森，

56 E 7 22 59 138.5 30.3 480 1;父島

57 :xrr 31 05 52 1お.8 34.2 360 1;東京，筑波山，宇都宮，柿岡，水戸
58 昭 16 n 5 05 06 137.8 33.0 330 z ;:東京，筑波山，宇都宮，柿岡
59 m 23 '07、06 138.4 33.4 320 1;柿岡，宇都宮
60 z 、30 16 11 139.7 30.6 300 '11;柿岡， z ;:筑波山，宇都宮 、

醤 IIl;弱震 II;軽震 1;微震二
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¥296 験 震 時 報

務 2表震度別有感同教表

震度別有感同数 Sn & 

観測所

昭(N21=6~68年) ' 
昭 '12--

昭(N21=6-5年8} ' 
昭 12-

1II (na) II (n2) 1 (nl) 合計(n) 163年) 163年) 
‘、 (N=l (N=1 

， 、
調
幌JlI 
。 。 1 1 2 一 2 一

旭 。 1 O 1 2 一 7 一
根~rl 室
。 3 3 6 .10 一 2生

路 3 3 145く(42〉〉 2 07 くく42〉〉 35 31 128 31 
帯 庚 1 1 12' 15 43 15 

滞 -河 1 3(1) 7く3) 11く4) 19 5 31 60 54 
室 蘭 O 。 3、 3 5 一
函青 館森

1 吐2く1)
39くCく432〉〉〉 183((L435〉〉3 

14 23 60 46 
2 22 338 1 

84~ 
B35 1 

べ 戸 一 - (2) 一 一

盛，首L喝 ・
戸岡

3 2く1ラ
49 くく32〉〕 192く(33〉) 

16 23 100 46 
O 3 21 23 36 23 

港た 回 。 3 2 5 9 2149 7 
7~ 津 O 2 3 5 9 一 一" 
イ出 蓋 o 4 1(1) 5く1) 9 8 29 8 

小扇山 名 形演官島島

O 。 主 1 2 2 一
2 3 7 12 21 I 88 一
1 8 

29714く(く821〉〉) 31811 (くく218〉〉) 
31 15 98 15 

輪宇都
O O 2 8 2 8 
O 4 53 62 74 62 

7~ 戸岡 。 2 
22く((431〉〉〉 222A73(〈く531〉) ) 

40 8 
1560 2 

8 
3 7く1) 17 47 38 62 

柿筑喜 波山 2 4 
、
17 40 23 112 戸云、:t; 23 

橋分 o O 1 1 2 一 2 一
O O 4 4 7 一 7 

東金書島
谷津京子演

。 o ヘ 1 1 2 一 2 
1 1 5 7 12 一 43 一 ， 

2 7 16く4) 25 (4) 43 31 131 31 

横釘h 1 O 3 4' 7 ー ー -33' 
3， 3 5く1) 11く1) 19 8 112 8 

ιh・

高甲 府山
。 1 3・ 4 7 12 一。 。 1 1 2 2 

E宮八 丈・崎島島
O 。 2 2 3 一 3 。 O 2 2 3 一 3 一 -。 。 5 5 9 9 一

究彦官豊
根島津

4 (1) r写。 く1) 5く2)， 12く4) 21 31 140 169 
O 6 6 10 10 ，ー、

・00 
。 1 1 2 一 2 一

岡 O 1 1 2 2 一
境 O O 1 1 2 2 一

木山

ヘ¥ 

八 O 。 1 1 ' 2 一 2 
、、、

同 O 。 2 2 3 3 

和霊歌童山
。 。 2 2: 、 3 一 3 一。 O 1 1 2 一 2 一。 O 1 1 2 2 、

松下
山 。 o 1 1 2 一 2 
関 。 O 1 1 2 一 2 一、

、 、

醤; 震度別有感同数の欄に於ける括弧を附けた数字は昭和 12--16年に於ける有感同教を表す.
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(i)今線地震数を N，或る観測所に於ける其等地震の有感同数を"とするとき，ヨえの様友量 Sn

を考へる.

S'1I =~ x 100 
N 

但し Nミミ仰

との 8'11は具常震域現象の度合を表すもので，云はど地震動の強さを考慮に入れない場合の深護

地震に封ずる感度とも考へられる量で，とれを具常度と呼ぶととにする.斯様tiSnを昭和2""-16年

(N=58)に於て各地に就て求めた結果を第 2表のんの欄に示す.とれを固に示すと第 2園 (a)

の様にたれ宗谷深後地震帯の通る樺太南部・北海道北部，横断深稜地震替の通過する中部地方西

部・近畿地方，或はとれ等の地帯に近い本州、!の日本海側で Snが小さく，震央距離の遠い太平洋側

特に北海道南部・東北地方北東部及び南東部から関東地方北東部より中央部にかけて逆に極めて大

きくなってゐる.包Pち後者の諸地方が深護地震に劃する具常度が極めて大きいととが明瞭に認めら

れる.今迄の調査では、八戸が依げてゐるのでその異常'度を求める震に昭和 12""-16年の 5箇年の稜ー

生した 13同の地震に就て同様注調査を行ふと第 2表及び第 2園(めに示す様た結果にたれ八

戸に於ても叉非常に大きく友つてゐるとれ等の結呆から深稜地震に釘する Sn〆えにる量の特に大き

い地域として次の場排があげられる.

釧路・浦河・膏森・八戸・盛岡・宮古・福島・小名潰・宇都宮・水戸・柿岡・筑波山・東京・鏡漬

とれ等各地のうちでも釧路・八戸・小名漬・宇都宮・水戸・柿問、筑波山・東京は特に著しい

(ii) 今迄の調査は地震動の強さ即ち震度には何等考慮を梯はや，単に有感同数だけを問題にして

異常度を求あたのであるが賞際には同じく人鰻に感じてもその強弱といふととは大いに問題に友

る.従って本節に於ては人身感覚の強弱を考へに入れて各地の異常度をー

求めて見る.従来地震動の強さは人身感覚及び附近に於ける物鰻の動揺
、

放態等に基いて制定らられた震度階によって表はされるととに在ってゐ

0-0:5 gal る.然るにとの震度は地震の最大加速度と密接友関係があれ石本博士

紫 3表震度と加

速度との関係

震度|加ー速度

。
I O.5~ 2 

2- 8 

8，.... 32 

'32--128 

128-512 

512-∞ 

E
E
w
n
y
w
u
 

が卓越週期が 0.3秒である本郷に於て直接地震の加速度を観測され，そ

の結果より震度階と最大加速度との関係を研究されたのに依ると爾者の

聞には Fechnerの法則が成立し，第 3表ωの様注関係がある.とれに

よって徴震・軽震・弱震で、表さ札る地震動の強さを最大加速度を以て表

いその比を求めると 1:4:どとなってゐる.今各地に於て斯様友関係、

が近似的に成立してゐるものとし，或る観測所に於て N 同の地震のうち，弱震を的問，軽震を，

( 1) M. Ishimo旬 Echelled'intensi括・sismiqueet accelerationmaxima.震研棄報 10.614-626 
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300 験 震 時 報

n2同，徴震を nl同観測したとするとき，次の様友量 Stを考へる.

42n3+4nZ十ふ
84- N n1×100 但し N主主j:nt

と~ .1'C. 42均十4n~+nl 左る量は弱震・軽震を彼震に換算した場合の総有感同数と考へることが出来，

又換言すれば (4Zn3+4n2+nl)/ N は徴震の加速度を阜位としたときの該観測所の N 同の地震にお，

する平均加速度とも考へられるものである.従ってぬは地震動の強さを考慮に入れた場合の具常

震域現象の度合を表すものと云へるだらち.斯様えにめを昭和 2--16 年 (N=58) 及ひ昭和 1~--16

年 (N=13)の雨期聞に就て各所で求めた結呆を第2表のStの欄及び第3国 (a)及び (b)に示す.

之等の結果によると釧路・浦河・函館・青森・八戸・宮古・稿島・小名潰・宇都宮・水戸・柿岡・

筑波山・東京・債漬が非常に大きく怠ってゐる.中でも劃11路・八戸・宮古・柿岡・筑波山・東京・

横潰では極めて大きいi

乙れ等 (i)及びJii)節の調査より釧路、・浦河・函館・青森・八戸・盛岡・宮古・福島・小名漬

宇都宮・水戸・柿同・筑波山・東京・横漬等の諸地域が異常震域現象の著しい所と考へるととが出

来る.

(iii) 震央位置と具常度との関係を調べる震に便宜上弐の 5匿域を選民此の各直域内にを芝生し

た地震による各地。有感同数を調べ，それに依り各地り異常度を求めてみる.

(A医〕オホック海方面 ー λ>1430E， • p>440N 

(B匿〕 日本海北部・沿海州方面 入>1420E， p>40oN 

(C匿] 日"本海中部・南部 1340Eく入<136
0

E， 360Nくpく39
0

N

(D匿〕 志摩守島沖・八丈島西方沖 1360Eくλく1390E， .33
0

N孟伊豆35
0

N

(E直〕八丈島沖 137巴Eく入く1400E， 300N豆pく330N、

之等5匿域に昭和2;.......16年の聞に起った地震同敷は [A匿〕に9同， [B匿〕に 7同， (C直]に

5 r司， (D匡〕に 12同， (E 1iITi-Jに 13同で、ある.とれ等によ:6震央匿域別の有感同敷及びそれ

より求めた Sn及び Stの値を第 4表に示す.各医域の地震に劃するら分布園を第 4闘に掲げ

る.同国中の黒丸及びその添字は震央位置及び地震番銃である.

各医域内に起った地震に就いでの S"， 及び Stの数値をその偉直に比較するととは出来友いがと

れ得の結果から異常震域現象の著しい前述の諸所のうちでも; (A匿〕オホック海方面の深護地震

に釣しては震央距離の近い週I1路・浦河?青森等， F!Pち北海道南東部・東北地方北部で Snは大き

し [B1iITiJ日本海北部より沿海州方面に起るものに劃しでは窃I1路・帯庚・浦河・函館・青森・盛

.，--.38ー



異常震域現象に闘する統計的調査く1)

策 4表震央直域別有感同数 Sn，St表
ζ4) オホック海方面

震度別有感回数 品z & 
観測所

E I 合計 (N=9) (N=9) 
観・測所

占- " 
'-n E 

根 室 。 1 2 -3 33 67 青 森 -0 

釘I 路 O 3 4 7 78 178 盛 岡 。
滞 河 。 1 4 6 56 89" 宮・ 古 。
室 蘭 。 O 1 1 11 11 7~ 戸 O' 

函 館 O 1 〆1 2 22 56 

(B] 目:本海北部，沼海州方面

震度別有感同数 Sn ♂ Si 
観測所

E (N=7) (N=7) 
観測所

E I 合計 E 
一 一 一

羽 幌 O 。 1 1 1~ 14 柿 同 2 

旭 JII 。 1 。 1 14 57 筑波山 o 
根 室 。 2 1 3 43 129 宇都宮 。. 
~If 路 3 O 2 5 71 ， 714 輪 島 。
帯 、庚 1 . 1 3 5 71 326 前' 橋 O 

‘諦 河 1 2 ー， 3 .6 86 386 長良 谷 。
室 蘭 O 。 2 2・ 29 .29 東 尽り 。
函 ，館 1 8 2 6 86 429 留h 子 。
青 森 2 1 3 6 86 557 横 漬 。

ザメ

盛 間 O 3 2 6 71 200 甲 府 o 
r品，.，. 古 3 1 2 6 86 771 一一一 島 。
秋 回 。 3 。 3 43 屯 171 富 時 。
*-

.津 O 2 1- 3 43 129 八丈島 O 

イ山 塞 。、3 1 4 57 186 彦 根 o 
山， 形 O 。 1 1 14 14 境 O 

繭 島 O 2 1 3 43‘ 129 岡 山 。
IJ、名漬 。 3 。... 5 71 200 測 本 O 

7~ 戸 O 1 2 3 43 86 

(C] 日本海中・南部方面

震度別有感回数 品Z & 
観測所

(N=5) (N=5) 
観測所

E E I 合計 E 

釘I 路 。。 4 '4 80 80 柿 岡 。
帯 庚 O O~ 1 1 20 20 筑波山 o 
宮 tf O o 1 1 20 20 東 尽 O 

11、名潰 。。 2 2 40 40 金 津 。
* 戸 。 O 1 1 20 20 彦 根 O 

宇都宮 。。 2 2 40 40 ， 

-39ーー

-. 

震度別有感同数

E '-'1 

一 一
1 一5

。 4 
O 1 

O 1 

震度別有感同教

E I 

O O 

2 1 

。 4 
。 1 
。 1 
t 

O 1 

2 1 

O 1 

1 2 
‘' 1 2 

O 2 

O 1 

。 1 
O 1 

O 1 

O 1 

O 1 

震度別有感回数

E L 

。 3 
1 1 

。 1 
。 1 
O 1 

合計

6 

4 

1 

1 

合計

2 

3 

4 

1 

1 . 
、 ーも

1 

3 

1 

3 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

• 1 

1 

、

合計
， 
3 

2 

-1 

1 

1 
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S処 Sl 

(N=9) (N=9: 

一
67 100 

44 4益

11 1:1 

‘11 11 

δb S， 
(N=7) (N=7 

一
29 457 

43 129 

57 57 

14 14. 

14 14 

14 14 

43 129 

14' 14 

43 86 

43 ‘86 

29 29 
-ー. . 

14 14 

14 14 

14 14: 

14 14 

14 14 

14 14 

品z S， 
(N=5) (N-6) 

60 60 

40 100 

20 20 

20 20 

20 20 
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(D) 志摩津島沖及び八丈島酉方沖

、 ， 

震度別有感同数 S泊 Si 震度別有感回数 .Sn & 
観測所 (N=:= (Nr:= 観測所ー

(N・12)(N= 12) E ll， -1 令計 12) 12) ‘ E E 1 合計
. ， 

一 一 一 一
銅! 路 O. O 2 2 17 . 17 貴島 谷 1 O 1 2 17 142 

帯 庚 O O 1 .1 8 8 東 尽 1 1 6 8 67 217 

青 森 。 O 1 1 8 8 横 潰 1 1 2 4 33 183 
~ 、

秋 回 ー。 。 1 1 ， 8 8 銚 子 1 。 1 2 
、一
17 142 

盛 岡 O O 1 1 8 8 富 時 。 。 1 1 8 8 
E・

1当一- 古 O 1 O 1 8 33 高 山 。 O I 1 8 8 

* 揮 O o 1 1 8 8 彦 根ー 。 。 ~1 1 8 8 

イ出 蓋 一O 1 。 1 8 33 r邑』ー・ 津 o O 1 1 8 8 
， 

稿 島 1 。 1 2 17' 142 豊 岡 ， 0 O 1 1 8 8 

11、名漬 1 1 3 5 42 192 i¥ 木 O O 1 1 8 8 

宇都宮 。 1 9 、10 83 108 和歌山 O O 1 1 8 8 

* 戸 。 1 7 8 67 92 徳 島 O O 1 1 8 8 

柿 岡 01 1 9 10 83 108 松 山 O O 1 1 8 8 

筑波山 1 O 7 8 67 192 下 関 。 。 1 1 8 8 

前 橋 O 一O 2 2 17 17 失ー 島 。 Q 1 1 8 '8 
--

(E) 八丈島沖

震度別有感同敷
(N品Z1.8) 8a 

震度別有感同数 Sn St 
観測所 (N= 観測所 (N= (N= 
m I II I 1 合計ν 13) E E I 合計 13) 13J 

一 ーーー一ーーーー」酬4 

認k 回 o 。 1 ， ‘1 8 8 長長 谷 。 1 "..3 4 31 .54 

盛 同 O O 1 1 8 8 留B 子 。 。 1 1 - 8' 8 

* 津 O 。 1 1 8 8 東 尽 1 3 4 8 62 246 

目鴎 島 1 1 3 5♂ 38 177 横 漬 2 1 1 4 31 285'。
e 

IJ、名漬 O. 2 2 4 31 77 甲 府 O O 1 1 ‘8 8‘ 

宇 都'宮 O 2 7 9 69〆 115 彦 根 。 o 1 1 8 8 
7~ 戸 O o 7 7 54 54 問、 山 。 。 1 1 8 '8 

柿 岡 、1 3: 2 6 46 231 八丈島 o ー0 4 4 3主 31 

筑波山 1 。 6 7 54. 169 父 島 1 1 1 3 23 162 

岡・宮古・小名演・が最も大きく，ーニ般にとの匿域の地震に劃する有感範園は虞い.(C匡]日本

海中・南部のものに封しては関東地方北東部が一般に異常度が大であるが釧路は極めて著しい異

常震域である. (D匿〕志摩牛島沖・八丈島西方沖及び (EhliJ八丈島沖の地震に釣しては関東地

方中部から北東部が最も大きく，極めて美しい異常震域の現象が認められる.要するに深突地震に

撃すする異常度は一般的には常に前節に述べた様友諸地方で宍きいが震央区域別に見ると震央が北部

地域にあるものに謝しては具常震域である観測所のうちでも矢弱り震央距離の小さい観測所が比較

- 40ー

都
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異常震被現象に闘する統計的調査 (1)

策会問震央直域別品分布聞く其の 1)
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的鋭敏であれとの貼異常震域に麗ずる観測所のみに就いては震央距離と異常度とは全然無関係、と

は云へ沿いー

S，の分布も大韓同様あ傾向であり，有感同教の多い場所は地震動の強さも又一般に大であるや、
うである.

格に有盛なる御助言を賜った地震課諸氏に厚く御麓申し上げます.

ぐ昭和 17年 12月〉

う
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